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＜環境活動表彰＞

●市老連きらめき桜の会

＜環境活動功労表彰＞

●榛澤　勇

●イーストグリーン

＜環境活動奨励表彰＞

●ICU地産地消プロジェクト、ICU Slow Vill、ICU SUSTENA

「ＮＰＯ法人きらめきライフ多摩」が行っている下連雀さくら児童遊園での清掃、草取り、花苗植
栽等の活動を平成22年から約10年間サポートしている。以前は公園を訪れる人は少なかった
が、現在は近所の子どもたちや保育園児が安心して利用できる環境になっている。公園の中
央には活動初期に植栽した花壇があり、現在まで管理している。公園を利用している保育園
の夏祭りに参加するといった清掃活動をきっかけに地域とのつながりも生まれている。「きらめ
きライフ多摩」は、高齢化で参加者が少なくなってきていることもあり「市老連きらめき桜の会」
のサポートがあって続けられている。

「東野児童公園」の清掃、ごみ拾い、夏場の散水、落とし物の処理や利用者の要望等を市に
伝える等、公園を地域住人や散歩に訪れる保育園児等が安全・安心に利用できるよう自主的
な活動を行っている。以前より一人で活動していたが、平成16年に団体として活動を始めた。
メンバーと毎週のごみ拾いを中心に、秋から冬にかけては落ち葉拾いも行っている。地域の
老人会である「東明会」とも一緒に清掃活動をすることもあり、地域ともつながりができている。
また、少しずつではあるが公園に花を植え、訪れる人に癒しと自然の大切さを知ってもらうきっ
かけになってもらおうとしている。

生まれも育ちも三鷹市大沢。昭和44年頃は、周りはすべて田んぼできれいな湧水があり、家
の庭を含め広範囲にホタルが飛び交っていた。整備されるにつれてホタルが生息しなくなるこ
とを危惧し、１人でホタルの住みやすい環境整備に取り組み始めた。自生するホタル保護のた
めに、自宅前の自然環境保全地区内の整備と植樹、隣接する通学路の清掃活動等、賛同す
るボランティアと環境保全の取り組みを続けている。毎年６月には自然環境保全地区内で、
「ホタル観賞会」を行っている。清掃活動には第七中学校のボランティアが加わることもあり、
子どもたちへの環境教育や地域とのつながりも生まれている。大沢の貴重な自然について近
隣住民を始め、多くの方々に知ってもらうため、今後も活動を続けていきたいと考えている。

ICU学内を主な活動拠点にして学生主体で行っている次の３団体は、緩やかにつながりながら、

地域の農家や学生、企業などと連携し、学内や学校周辺地域で環境に良いことの実践及び

普及活動を行なっている。

・ICU地産地消プロジェクト
ICU周辺地域で地産地消を推進する学内サークル。三鷹の農家と協力して学食で三鷹産野

菜を使ったメニューを販売することや、学食での野菜販売、オリジナルドリンクづくり等を行っ
ている。
・ICU Slow Vill

学生、留学生、職員等でのグループで、ICU内の畑で様々な作物を有機栽培している。市内
の東大馬術部から馬糞の提供を受け落ち葉と混ぜた肥料づくりを行っている。
・ICU SUSTENA

５月頃にキャンパス内でE-Weeksと題し自然観察会やエネルギー講演会等を行うことや、リリ

パック（再利用可能な食器）回収、エコマルシェ等の地域との交流等、様々な環境啓発活動を

行っている。


